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祖

母

山

と

ウ

ェ
ス
ト

ン

…
個
人
史
の

一
側
面
…

五
か
所
高
原
三
秀
台
に
建

つ
ウ
ェ
ス

ト
ン
碑
に
は
ウ
エ
ス
ト
ン
の
レ
リ
ー
フ

の
ほ
か
に
、
祖
母
山

へ
彼
が
登
山
し
た

年
月
日
の
証
明
と
な
っ
た
土
地
の
名
望

家
矢
津
田
鷹
太
郎
の
日
記
が
は
め
こ
ま

れ
て
い
る
。
本
誌
三
二
八
号
、
三
四
九

号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
短
い
文
章

な
の
で
再
出
す
る
。

『明
治
二
十
三
年
十

一
月
六
日
晴

天
　
英
人
シ
ヨ
ン
　
フ
ラ
ン
ド
ラ

ン
君
及
ビ
神
戸
在
留
同
国
人
シ
ヨ

ン
　
エ
ス
ト
ン
氏
同
道

ニ
テ
祖
母

山
登
山
往
復
共
立
寄
ラ
ル
　
河
内

泊
ノ
由
也
』

こ
の
記
念
碑
を
前
に
し
て
ま
ず
考
え

た
の
、
↓
神
戸
に
住
ん
で
い
た
ウ
エ
ス

ト
ン
が
飛
騨
山
脈
な
ど
へ
登

る
ま
え

に
、
は
る
ば
る
海
を
わ
た
っ
て
九
州
も

片
田
舎
に
あ
る
祖
母
山
を
登
山
の
対
象

と
し
て
え
ら
ん
だ
心
境
、
い
同
行
者
シ

ョ
ン
　
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
な
る
人
物
の
素

姓
と
ウ
エ
ス
ト
ン
と
の
関
係
、
０
な
ぜ

矢
津
田
家
に
宿
を
と
ら
ず
、
河
内
泊
り

と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
等
々
の
諸
点
で

あ
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
来
朝
か
ら
今
年
で

一
〇

〇
年
ち
か
く
た
ち
、
彼
の
没
後
四
十
五

年
を
経
た
今
日
、
年
ご
と
に
上
高
地
に

お
け
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
は
な
ば
な
し
く
報
道

さ

れ

る
陰

で
ヽ
ウ
エ
ス
ト
ン
周
辺
の
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
は
、
不
滅
の
記
録
と
な
っ
た
日

本
ア
ル
プ
ス
の
探
検
登
山
に
関
す
る
事

項
以
外
は

一
部
山
岳
史
家
た
ち
の
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
謎
に
つ
つ

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
状
勢
は
か
つ

て
黒
田
孝
雄
氏

（「
山
岳
」
二
十
八
巻
三

号
）
が
力
作

『
ウ
エ
ス
ト

ン
の
杖

の

跡
』
の
な
か
で
嘆
か
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
か
ら
五
十
年
後
の
今
日
で
も
あ
ま
り

変

っ
て
い
な
い
。

た
ま
た
ま
近
着
の
本
誌
四
七
九
号
を

み
る
と
、
島
田
巽
氏
が
ウ
エ
ス
ト
ン
の

わ
が
国

へ
の
初
来
日
が

一
八
八
八
年

（明
治
二
十

一
年
）
四
月

一
日
神
戸
着

と
い
う
決
定
的
事
実
を
発
表
し
た
の
は

ウ
エ
ス
ト
ン
研
究
の
個
人
史
と
し
て
は

画
期
的
な
こ
と
と
い
え
る
。
ウ
ェ
ス
ト

ウ
エ
ス
ト
ン
が
ま
だ
日
本
ア
ル
プ
ス

に
入
る
ま
え
の
一
八
九
〇
年

（明
治
二

十
三
年
）
十

一
月
六
日
、
祖
母
山

一
七

五
七
米
に
宮
崎
県
側
か
ら
登
山
し
て
い

る
こ
と
は
本
誌
三
二
七
、
三
二
八
、
三

四
九
、
二
九
二
号
に
た
び
た
び
報
ぜ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て

は
す
べ
て
ふ
れ
な
い
で
お
く
。

筆
者
は
た
ま
た
ま
こ
の
数
年
の
あ
い

だ
に
三
回
、　
一
九
八
二
年
、　
一
九
八
四

年
に
わ
た
り
祖
母
山
麓
の
生
物
調
査
に

お
も
む
く
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

つ
ど
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
五
か

所
高
原
の
三
秀
台
に
そ
び
え
る
ウ
ェ
ス

ト
ン
碑

（
一
九
六
六
年
十

一
月
建
立
）

を
お
と
ず
れ
て

一
服
、
祖
母
山
や
阿
蘇

五
山
の
雄
大
な
絶
景
を
な
が
め
な
が
ら

九
十
年
ま
え
に
こ
の
地
を
お
と
ず
れ
た

ウ
エ
ス
ト
ン
を
偲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

安

江

安

宣

と
こ
ろ
で
ウ
ェ
ス
ト
ン
に
関
連
す
る

記
念
碑
は
有
名
な
上
高
地
の
ほ
か
に
、

あ
ん
が
い
世
間
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、
信
州
飯
田
市
郊
外
時
又
の
天
龍
川

畔
の
舟
着
場
に
も
あ
る

（
一
九
六
五
年

五
月
建
立
）。
こ
れ
は
ウ
エ
ス
ト

ン
が

一
八
九

一
年

（明
治
二
十
四
年
）
八
月

時
又
港
か
ら
天
龍
川
下
り
の
コ
ー
ス
を

浜
松
に
出
て
い
る
事
実
に
も
と
づ
い
て

い
る
が
、
く
わ
し
く
は
今
村
良
夫

。
今

村
真
直
著

「天
龍
峡
、
歴
史

と
叙
情

（
一
九
七
九
年
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

筆
者
は

一
九
八

一
年
伊
那
谷
の
生
物

調
査
に
出
張
の
お
り
、
地
元
か
ら
出
し

て
い
る
宣
伝
を
か
ね
た
観
光
地
図
に
の

っ
て
い
た
の
で
気
が
つ
い
た
次
第
。
国

土
地
理
院
の
地
形
図
だ
け
に
た
よ
る
と

思
わ
ぬ
見
落
し
を
生
ず
る
ひ
と
つ
の
例

だ
ろ
う
。
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難貿日本 山岳 会
:Tlhe Japanese Alpine Club

定価一部 150円
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日    次
l‖‖‖‖‖:‖‖‖‖‖‖|‖‖‖‖‖‖:‖‖‖‖‖‖:‖‖:‖‖‖:

祖母山とウェストン 安江安宣 ……(1)
自然保護 “標語"募集 ………………(1)
海外の山・…………………………………(2)
「盛況のブータン・ヒマラヤ」
「豪州の登山近況 (上 )」

武州雲取小屋のできた頃 (上 )

柿原謙一 "… …………………(4)
創立80周年記念行事 (富山)…・………(5)
東西南北 …………………… …̈………(6)
「丹水会夜話」「ビールパーティの夜」
「八幡平への旅」「花と氷河の旅」

報告 ………………………………… …̈(8)
「山の気象と気象学 (8)」「秋のか
ぬか平例会」「蝦夷お月見会」

80周年第二次募金応募者ご芳名 ……(9)
図書紹介 …………………………………(9)
住所・住居表示変更 …… …̈…………(9)
会務報告・ルーム日誌・会員異動

…̈……………………(10)～ (11)

お知らせ …………………………………(11)

「忘年会」他

)日本山岳会事務取扱時間

月,火,木,土曜  10時～20時

水,金曜      13時 ～20時

日曜・祭日は休み

〉図書室開室時間

日曜・祭日・月曜を除く毎日
13時～20時

(1)

２３４
六
六
五
九

自

然

保

護

″標

語
″
募

集

毎
月
の
山

（会
報
）
誌
上
に
約
二
年
間
に
わ
た
っ
て

「
山
を
き
れ
い
に
ゴ

ミ
は
持
ち
帰
ら
う
」
と
い
う
自
然
保
護
の
標
語
が
凸
版
で
載

っ
て
い
る
の
を
、

お
気
付
き
の
会
員
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。

こ
の
標
語
は
佐
々
前
会
長
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
も
の
だ
が
、
古

典
的
と
も
い
え
る
偉
大
な
標
語
と
は
別
に
自
然
保
護

へ
の
会
員
の
関
心
の
高

ま
り
に
応
じ
て
、
新
鮮
な
自
然
保
護
に
対
す
る
標
語
を
会
員
募
集
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
採
用
分
は
ヽ
会
報
誌
上
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
さ
さ
や
か
な
記
念

品
を
用
意
し
て
い
る
。

標
語
は
、
か
な
ら
ず
し
も
春
夏
秋
冬
の
季
節
に
こ
だ
わ
ら
な
い
が
、
季
節

感
の
あ
る
標
語
は
と
く
に
歓
迎
し
た
い
。
毎
月
の
会
報
を
立
派
な
自
然
保
護

標
語
で
飾
り
、
自
然
保
護

へ
の
関
心
を

一
層
高
め
る

一
助
と
し
た
い
。
多
数

の
会
員
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
自
然
保
護
委
員
会
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史

一
九
五
九
年
）
、
福
岡

（神
奈

川

レ
　

県
史

一
九
八
三
年
）
の
計
四
カ
所
が

ス
　

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ウェ
　
　
日
本
聖
公
会
逗
子
聖
ペ
テ
ロ
教
会

”
Ｄ

垣
内
茂
師
の
考
証
に
よ
れ
ば
英
国
聖

畔‐こ
討

公
会
聖
職
名
鑑
の
古
い
記
録
を
検
索

脚
澤

し
て
ウ
エ
ス
ト
ン
は

一
八
八
八
年

競
安

（明
治
二
十

一
年
）
熊
本
に
着
任
し

い
Ｈ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
熊
本
の

喫
鰤

地
名
は
こ
れ
よ
り
先
、
英
王
立
地
理

肺
舗
学
誌
に
の
った
ウ
エ
スト
ン
の追
悼

飯
記

記
事
に
も
あ
る
が
、
短
か
い
文
な
の

図

　

で
根
拠
と
な
る
出
典
が
わ
か
ら
な
か

第
　
　
っ
た
。

ン
の
第

一
回
来
朝
の
年
月
ひ
と
つ
取
り

あ
げ
て
み
て
も
、
こ
れ
ま
で

一
八
八
六

年

（明
治
十
九
年
）
、　
一
八
八
七
年
（明

治
二
十
年
）
、　
一
八
八
八
年

（明
治
二

十

一
年
）
、　
一
八
八
九
年

（明
治
二
十

二
年
）
の
四
通
り
の
説
が
流
布
し
て
い

た
。さ

て
、
く
だ
ん
の
矢
津
田
日
記
に
し

る
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
当
時
の
時
点
で

は
ウ
エ
ス
ト
ン
は
神
戸

（神
戸
市
中
山

手
通
三
丁
目
十
四
番
地
、
「山
岳
」
五
十

六
年
横
内
に
よ
る
）
に
居
住
し
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
が

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
し
英
国
聖

公
會
（英
国
教
会
）教
会
伝
道
協
会
Ｃ

ｏ

Ｍ

・
Ｓ
派
遣
宣
教
師
と
し
て
本
邦
に
や

っ
て
き
た
最
初
の
任
地
に
つ
い
て
は
ま

た
も
異
説
が
あ
り
、神
戸
の
ほ
か
、熊
本

（（０・ＯＯｍＨ・『Ｏｒ
Ｈ●
・メヽ
Ｏ】・
Φい。ｏ
・
卜↓∞・
【Φ卜〇
〓

島
田
巽

一
九
六
五
年
、
神
谷
量
平

一
九

八
三
年
）
、
大
阪

（日
本
聖
公
会
百
年

ウ
エ
ス
ト
ン
の
任
地
が
熊
本
と
な

る
と
、
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
熊
本

市
内
の
ど
こ
の
教
会
の
牧
師
を
し
て
い

た
の
か
で
あ
る
。
彼
の
出
身
経
歴
か
ら

考
え
る
と
当
然
Ｃ

ｏ
Ｍ

ｏ
Ｓ
系
の
日
本

聖
公
会
を
思
い
つ
く
。
ち
ょ
っ
と
山
の

話
か
ら
ず
れ
る
の
で
恐
縮
だ
が
、
日
本

聖
公
会
は
ウ
エ
ス
ト
ン
来
朝
の
前
年
に

あ
た
る

一
八
八
七
年

（明
治
二
十
年
）

二
月
、
そ
れ
ま
で
わ
が
国
内
で
宣
教
活

動
を
し
て
き
た
米
国
聖
公
会
、
英
国
聖

公
会
教
会
伝
道
協

会

Ｃ

ｏ
Ｍ

ｏ
Ｓ
、

英
国
聖
公
会
福
音
宣
布
協
会
Ｓ

ｃ
Ｐ

・

Ｇ
の
三
者
が
大
阪
市
川
口
町
居
留
地
に

あ
っ
た
大
阪
三

一
神
学
校
で
連
合
総
会

を
開
催
、
協
議
し
た
結
果
、
創
立
さ
れ

た
因
縁
が
あ
る

（日
本
聖
公
会
史

一
九

一
〇
年
、
日
本
聖
公
会
百
年
史

一
九
五

九
年
）
。

そ
こ
で
日
本
聖
公
会
熊
本
三

一
教
会

司
祭
広
戸
修

一
師
に
お
ね
が
い
し
明
治

二
十

一
年
ご
ろ
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
熊
本

盛
況
の
ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

二
年
前
よ
う
や
く
登
山
が
解
禁
さ
れ
た
ブ
ー
タ
ン
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
大
し
た
盛
況

ぶ
り

で
あ

る
。
そ
れ
も
日
本
隊
の
活
躍
が
目
立
つ
。

ブ
ー
タ
ン
の
山
と
言
え
ば

一
九
二
七
年
英
国
隊
に
、
七

〇
年
、
イ
ン
ド

・
ブ
ー
タ
ン
合
同
登
山
隊
に
登
ら
れ
た
チ

ョ
モ
ラ
リ

（七
二
九
二
房
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
ほ
か
に
登
頂
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
リ
イ
ン
ド

・

ブ
ー
タ
ン
合
同
隊
に
よ
る
カ
ン
グ

リ
ー
峰

（六
九

一
九

】じ
、
同
Ⅲ
峰

（五
八
九
八
房
）
な
ど
五
、

六
千
口冽峰
の

ご
く

一
部
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
各
国
の
登
山
家
か
ら
注
目
さ
れ
、
登
山
許

可
取
得
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
た
わ
け
だ

が
、　
一
九
八
二
年
秋
、
ブ
ー
タ
ン
政
府
は
待
望
の
登
山
解

禁
を
発
表
し
た
。
翌
八
三
年
、
そ
の
第

一
号
と
し
て
日
本

の
女
子
登
攀
ク
ラ
ブ
隊
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
チ
ョ
モ
ラ

リ
に
近
い
ジ
チ
ュ
ダ
ケ

（七
〇
〇
三
屑
）
に
挑
戦
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
隊
は
南
西
稜
か
ら
登
頂
、
女
子
登
攀
ク
ラ
ブ
隊

は
東
稜
か
ら
の
登
頂
を
断
念
し
、
か
わ
り

に

セ
プ
チ
ュ

カ
ン

（五
二
〇
〇
眉
）
に
登
っ
た
。
東
稜
か
ら
の
登
頂
は

翌
八
四
年
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
隊
が
果
た
す
こ
と
に
な

る
。八

四
年
に
は
こ
の
ほ
か
、
東
京
都
勤
労
者
山
岳
連
盟
隊

が
、
北
部
の
ナ
ム
シ
ラ

（六
五
〇
〇
房
）
に
挑
戦
、
登
頂

と
伝
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
近
く
の
無
名
峰
だ
っ
た
ら
し

い
。
こ
の
秋
、
同
じ
ナ
ム
シ
ラ
に
向
か
っ
た
千
葉
大
隊
が

「谷

一
つ
へ
だ
て
た
所
」
に
、
ナ
ム
シ
ラ
を
確
認
し
た
と

伝
え
て
き
て
い
る
。
目
的
の
山
を
さ
が
す
の
が
ひ
と
苦
労

と
い
う
地
域
な
の
で
あ
る
。

注
目
の
ブ
ー
タ
ン
の
最
高
峰
、
ガ
ン
ケ
ー
ル
・
プ
ン
ズ

ム

（七
五
四

一
肝
）
に
は
今
秋
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
隊

と
ア
メ
リ
カ
隊
が
挑
ん
だ
。
七
三
年
、
イ
ン
ド

・
ブ
ー
タ

ン
合
同
隊
が
挑
戦
し
て
断
念
し
た
こ
の
山
の
南
西
は
、
鋭

い
雪
稜
と
ハ
ン
グ
の
壁
が
続
く
難
峰
で
、
中
央
稜
ル
ー
ト

を
と
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
隊
は
結
局
、
六
八
〇
〇
】川地
点

で
断
念
し
た
。

も
う

一
つ
の
七
千
肝
峰
、
今
年
に
な
っ
て
開
放
さ
れ
た

マ
サ
カ
ン

（七
二
〇
〇
房
）
の
方
は
京
大
隊
が
登
頂
を
果

た
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ス
キ
ー
登
山
隊
や
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

隊
な
ど
ブ
ー
タ
ン
入
り
す
る
日
本
人
は
、
急
速
に
ふ
え
て

い
る
。

し
か
し
、
ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
聞
い
て
私
な
ど
が

す
ぐ
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
何
と
言

っ
て
も
ク
ー
ラ

。
カ

ン
リ

（七
五
四
四
肝
）
で
あ
る
。

ガ
ン
ケ
ー
ル
ｏ
プ
ン
ズ
ム
よ
り
三
肝
だ
け
高
い
こ
の
ブ

ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
最
高
峰
が
行
政
的
に
は
ブ
ー
タ
ン

国
内
で
な
く
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
属
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
は
、　
一
九
五
八
年
、
中
尾
佐
助
氏
が
現
地
を

訪
れ
た
時
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
に
外
国

で
発
行
さ
れ
た
ブ
ー
タ
ン
の
地
図
の
中
に
も
、
ク
ー
ラ

・

カ
シ
リ
を
ブ
ー
タ
ン
領
内
に
位
置
さ
せ
て
い
る
も
の
が
し

ば
し
ば
あ
り
、
私
自
身
最
近
ま
で
南
面
の

一
部
は
ブ
ー
タ

ン
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
こ
ん
で
い
た
。

そ
う
で
は
な
く
、
こ
の
山
の
頂
は
そ
っ
く
リ
チ
ベ
ッ
ト

に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。
山
と
し
て
は
ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
属
し
、
そ
の
主
峰
と
言

っ
て
も
い
い
存
在
だ
が
、

登
山
許
可
取
得
の
交
渉
は
す
べ
て
中
国
側
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
許
可
を
神
戸
大
隊
が
取
得
、

来
春
本
隊
派
遣
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

食
堂
テ
ン
ト
の
テ
ー
ブ
ル
で
ス
ー
プ
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま

で
の
コ
ー
ス
を
毎
食
楽
し
め
、
森
林
帯
で
虎
の
足
跡
に
お

ど
ろ
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
ブ
ー
タ
ン
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
。

(2)

海
外
の
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で
行
な
っ
た
宣
教
活
動
の
様
子
を
問
い

あ
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
今
日
、

ウ
エ
ス
ト
ン
の
在
職
記
録
は
ま
っ
た
く

残

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
念

の
た
め
同
教
会
の
教
会
史
編
集
委
員
黒

木
誠

一
氏
が
わ
ざ
わ
ざ
在
熊
本
の
他
派

基
督
教
団
に
つ
い
て
も
当

っ
て
み
ら
れ

た
が
、
ウ
エ
ス
ト
ン
師
の
名
は
つ
い
に

で
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
日
本
聖
公
会

神
学
院
岩
田
健
夫

主
事
の
好
意
に
よ
り

「
日
本
聖
公
会
九

州
教
区
史
」
（
一
九
八
〇
年
）
も
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の

名
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
幸

い
に
も
祖
母
山
登
山
の
と
き
ウ
ェ
ス
ト

ン
の
同
行
者
だ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
師

”
のく
・
『ＯＦ
口
”
”σ
げ∽
”
け”口
鮎【”日
・　
ド∞いΦヽ
′

３
８
・
は
当
時
熊
本
に
定
住
し
て
い
た

英
国
聖
公
会
日
本
伝
道
教
区
司
祭
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
彼
は

一
八
八
四

年

（明
治
十
七
年
）
長
崎
に
到
着
し
、

同
市
新
大
工
町
に
講
義
所
を
開
い
て
い

る
か
ら
、
ウ
エ
ス
ト
ン
よ
り
来
日
は
四

年
も
早
い
こ
と
に
な
る

（立
教
大
研
究

報
告
二
十
四
号

・
一
九
六
八
年
）
。

前
記
島
田
氏
の
記
事
に
よ
る
と
ウ
ェ

ス
ト
ン
乗
船
の
ロ
ン
バ
ー
デ
イ
号
は
香

港
経
由
で
長
崎
に
寄
港

一
泊

し

て

い

る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
し
て

ま
も
な
い
、
ば
り
ば
り
の
エ
リ
ー
ト
だ

っ
た
彼
が
お
な
じ
Ｃ

ｏ
Ｍ

ｏ
Ｓ
系
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
先
輩
格
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
師
と

こ
の
と
き
対
面
し
日
本
に
お
け
る
布
教

に
つ
い
て
業
務
連
絡
を
し
て
い
た
可
能

性
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
の
二
番
目
の
著
書

「珍

奇
の
国
、́

日
本
の
徒
歩

旅

行
者
」
＞

ｄく”て出”【①『
】●
●
●
”ヽ目Ｌ
〓
”【
」”ｏ“●
・　
ドΦＮい
・

の
第
八
章
　
九
州
を
み
る
と
、
熊
本
、

阿
蘇
山
、
祖
母
山
、
由
布
岳
、
霧
島
山

な
ど
の
風
物
を
く
わ
し
く
紹
介
し
て
お

り
、
そ
の
書
き
ぶ
り
は
土
地
に
居
住
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
気
が
つ
か
な
い
よ

う
な
細
か
い
記
述
に
み
ち
て
い
る
。

『阿
蘇
山
の
東
に
は
九
州
第

一
の

ピ
ー
ク
祖
母
山
が
そ
び
え
…
…
そ

の
山
麓
に
は

Ｏ
ｏ
Ｆ
白
ｏ
あ
ず
ｏ

と

い
う
小
さ
な
村
が
あ
る
。
い
ま
か

ら
何
年
か
ま
え
に
な
る
が
、
筆
者

と
ひ
と
り
の
友
人
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
と
し
て
は
最
初
に
こ
の
村
奥

に
屹
立
す
る
祖
母
山
を
探
検

し

た
。
…
』

な
か
に
は
熊
本
県
の
五
家
荘
と
高
千

穂
町
の
五
か
所
を
と
り
違
え
て
い
る
誤

記
も
み
ら
れ
る
が
、
右
文
中
の
ひ
と
り

の
友
人
と
は
ま
さ
し
く
熊
本
の
宣
教
師

ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
師
を
指
す
も

の
だ

ろ

う
。
ウ
エ
ス
ト
ン
は
ま
た
祖
母
山
を
九

州
の
最
高
峯
と
し
て
い
る
が
、
陸
地
測

量
部
の
事
業
が
進
行
中
だ
っ
た
当
時
に

あ
っ
て
は
祖
母
山
が
第

一
と
さ
れ
て
い

た
の
で
、
ウ
エ
ス
ト
ン
の
誤
り
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
明
治
二
十
七
年
五
月
発

行
の
地
学
雑
誌
二
八
八
頁
を

み

る
と

『
…
近
頃
地
質
調
査
所
に
於
て
測
定
し

た
る
所
に
よ
れ
ば
豊
後
日
向
の
界
な
る

祖
母
山
は

一
九
八
〇
米
…
祖
母
山
を
以

て
最
高
と
見
倣
し
て
宜
し
か
ら
ん
』
と

あ
る
。
山
の
標
高
は
原
文
の
ま
ま
。

も
う
ひ
と
つ
明
治
時
代
の
在
留
外
人

必
携
の
案
内
書
チ
エ
ン
バ
レ
ン
ｏ
メ
ー

チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
は
、
そ
う
も
い
か
な
い
が
、
成
果
が
楽

し
み
で
あ
る
。

豪
州
の
登
山
近
況

（上
）

等
級
表
の
設
定
ま
で

カ
ン
ガ
ル
ー
、
砂
漠
、
そ
し
て
長
い
海
岸
線
の
あ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
で
今
日
、
最
も
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
は
岩
登

り
と
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
登
山
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
は
、
そ
う
古
く
か
ら
あ
る
わ
け
で
な
く
、
特
に

一

の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の

「
は
し
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
人
の
豪
州
人
と
は
大
学
教
授
の
ブ
ラ
イ
デ
ン
・
ア

レ
ン
氏
と

″偏
屈
者
″
の
ジ
ョ
ン
・
ユ
ー
バ
ン
ク
氏
で
あ

り
、
こ
の
時
の
ル
ー
ト
は
現
在
で
も
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い

る
。
彼
等
の
装
備
は
テ
ニ
ス
靴
に
、
使
い
古
し
た
麻
の
ロ

ー
プ
に
古
い
金
具
類
で
あ
っ
た
た
め
、
世
界
の
何
の
ル
ー

ト
に
も
劣
ら
な
い
く
ら
い
困
難
な
登
攀
と
な
っ
た
。
そ
の

後
ビ
ク
ト
リ
ヤ
地
域
（Ａ
図
の
６
と
７
）を
ひ
ら
き
、
六
〇

海外の1:
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一■
年
呵

ｉ

占

承

村
・・

I

三
年

（明
治
二
十
六
年
）
に
横
浜
で

”

発
行
さ
れ
た

「
日
本
全
国
教

会

便

り
訛

覧
」
と
ぃ
ぅ
小
冊
子
が
あ
り
日
本
聖

囃
鰤

“
臓
胸
囃
確
狙
な
抑
制
赫

市‐こ
「
げ

岡 っ

１９２
嘲

町
、
高
千
穂
村
た
字
上
野
村
と
あ
る

和
＞図‘
の
に
気
が
つ
い
た
。
熊
本
、
延
岡
の

鵬
割
よ
う
な
市
街
地
な
ら
ば
と
も
か
く
、

割
印

現
在
で
も
僻
遠
の
地
に
変
り
な
い
上

駄
レ
野
村
に
単
な
る講
義
所
で
な
く
れ
っ

撮
ス
き
と
し
た
正
式
の
聖
公
会
教
会
が
設

醐
ウェ
置
さ
れ
て
い
る
の
は
全
く
の驚
き
で

図
　

ぁ
っ
た
。
あ
い
に
く
番
地
の
記
入
が

第
　
な
い
が
ウ
エ
ス
ト
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
ラ

ム
両
師
が
祖
母
登
山
の
あ
と
泊

っ
た

ソ
ン
共
著

「旅
行
者
の
た
め
の
日
本
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク
」
英
文
第
九
版

（
一
九

一

三
年
）
四
七
二
頁
に
も
祖
母
山
五
七
六

二
哄
九
州

一
の
高
山
と
の
べ
て
い
る
。

日
本
聖
公
会
九
州
教
区
史
の
末
尾
に

つ
け
ら
れ
た
年
表
で
は
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム

師
は
熊
本
に
お
け
る
宣
教
活
動
の
ほ
か

阿
蘇
、
高
森
、
高
千
穂
を

へ
て
九
州
東

岸
の
大
分
、
延
岡

へ
も
出
張
布
教
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
現
延
岡
聖
ス
テ
パ
ノ

教
会
に
の
こ
る
資
料
で
も
こ
の
事
実
が

裏
付
け
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
祖
母
山

麓
の
五
か
所
、
河
内
な
ど
は
彼
の
布
教

旅
行
の
道
筋
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。

当
然
土
地
有
数
の
名
望
家
矢
津
田
鷹
太

郎
と
の
接
触
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
矢

津
田
計
記
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
君

と
ヱ
ス
ト
ン
氏
と
呼
称
を
区
別
し
て
使

っ
て
い
る
の
は
こ
の
間
の
親
し
さ
の
程

度
を
如
実
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

た
ま
た
ま
国
会
図
書
館
に
は

一
八
九

河
内
部
落
に
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
河
内
の
宿
舎
と
な

っ
た
鍛
治
屋
の

家
に
つ
い
て
は
既
に
十
年
ま
え
石
原
憲

治
氏
が
本
誌
三
四
九
号
で
く
わ
し
く
の

べ
て
お
ら
れ
る
。
旧
上
野
村
に
あ

っ
た

と
い
う
聖
公
会
教
会
は
い
ま
は
も
ち
ろ

ん
跡
か
た
も
な
い
。

追
記
　
ウ
エ
ス
ト
ン
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
審

な
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
代
表
的

な
わ
が
国
の
人
名
辞
典
で
あ
る
岩
波
西
洋
人

名
辞
典
増
補
版
、
一
九
八
一
年
刊
を
み
る
と
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
神
戸
在
留
時
代
の
教
会
と
し

て
は
聖
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
教
会
の
牧
師
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
明
治
初
年
か
ら
の
神
戸
に

お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
の
歴
史
を
し
ら
べ
て

み
る
と
、
上
記
の
教
会
乃
至
聖
ア
ン
ド
レ
教

会
と
名
づ
け
る
も
の
は
全
く
存
在
し
な
か
っ

た
と
い
う
お
か
し
な
事
実
が
わ
か
っ
た
。
手

塚
竜
磨
氏

（
一
九
六
四
年
）
は
ウ
ェ
ス
ト
ン

の
神
戸
に
お
け
る
勤
務
先
を
在
神
戸
英
国
領

事
館
付
牧
師
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
神
戸
、
横
浜
時
代
に
つ
い

て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
の
べ
た
い
。

“……““……………………………………""……“……………"………“…“…海外の山
戦
前
の
武
州
雲
取
小
屋
は
、
戦
中
と

戦
後
に

一
階
と
二
階
建
て
に
新
築
拡
張

さ
れ
、
雲
取
山
荘
と
改
称

も
さ

れ
た

が
、
こ
こ
の
管
理
人
新
井
信
太
郎

（会

員
）
さ
ん
が
、
ち
か
く
創
業
六
十
年
と

な
る
筈
だ
、
正
確
な
設
立
年
代
を
知
り

た
い
、
と
言
わ
れ
た
。

六
十
年
ち
か
く
も
た
つ
と
、
史
料
散

年
の
末
に
は
花
岡
岩
、
砂
岩
、
玄
武
岩
、
石
灰
岩
等
の
巨

岩
の
あ
る
岩
場
で
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
も
の
を
度
々
登
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
登
山
や
登
攀
が
青
年
層
に
流
行

し
始

め

る

と
、
年
令
層
は
益
々
低
く
な
り
、
学
生
達
は
少
し
で
も
困

難
な
ル
ー
ト
ヘ
と
挑
戦
し
た
。　
一
九
七
〇
年
に
は
ア
メ
リ

カ
や
英
国
、
欧
州
か
ら
多
数
が
来
豪
し
、
鋭
い
岩
場
に
登

り
、
若
い
豪
州
人
を
刺
激
し
た
。　
一
方
、
豪
州
人
達
は
元

々
フ
リ
ー

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
始
ま
っ
た
彼
等
の
登
攀
技

術
を
ヨ
セ
ミ
テ
や
そ
の
他
の
ロ
ッ
ク

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

本
場
で
磨
き
自
信
を
つ
け
て
き
た
。
ク
リ
ー
ン
な
登
攀
を

自
負
し
て
い
る
彼
等
に
は
、
た
だ
し
、
危
険
な
岩
場
で
の

チ
ョ
ッ
ク
の
使
用
は
許
さ
れ
て
い
る
。

豪
州
人
の
山
登
り
は
明
ら
か
に
、
ロ
ッ
ク

・
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
と
従
来
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
山
登
り
の
二
つ
に
区
別

さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
ア
メ
リ
カ
、
英
国
、
欧
州

へ
。
後

者
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
経
験
を
つ
み
、
欧
州

へ
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
ヘ
、
或
い
は
ア
ン
デ
ス
ヘ
と
遠
征
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
急
速
に
進
ん
で
き
た
豪
州
の
登
山
技

術
に
対
し
別
表
Ｂ
図
の
よ
う
な
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
Ⅸ
十
ま
で
に

朋
一
″

オ

″

″

　

〃

″

〃

　

　

″

ぁ

　

る

″
〃

　

　

″

・

Ｆ
一
ル

“

“

“

　

“

６ｃ
“

　

　

た

た

　

ん

ん

「た
　

　

た

＆

象
れ一

４
雙

面，比′響

３

∠ヽ猷
相
当
す
る
二
九
等
級
を
独
自
に
設
定
し
た
等
級
表
を
シ
ョ

ン
ｏ
ユ
ー
バ
ン
ク
が
作

っ
た
。
こ
の
表
の
等
級
の
簡
単
明

瞭
さ
は
豪
州
に
来
る
多
数
の
ク
ラ
イ
マ
ー
達
の
間
で
は
好

評
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
下
次
号
）

（海
外
委
員
会
　
中
村
テ
ル
）

本
誌
八
月
号
の

「成
瀬
君
の
旧
蔵
書
か
ら
」
に
Ｊ

・
Ｄ

・
フ
ォ
ー
プ
ス
著

と
し
て
＞

ｕ
ご
∽【のＦ
ｔ
∽
ｒ
ｏ
〓
計
ヽ
に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
が
、
同
書
は
ジ

ョ
ン
・
フ
オ
ー
プ
ス
著
で
、
氷
河
学
者
と
は
別
の
同
時
代
人
で
し
た
。
小
野

幸
氏
の
示
唆
に
よ
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（島
田
生
）

武
州
雲
取
小
屋
の
で
き
た
頃

（上
）

柿

原

謙

一

逸
し
て
往
時
茫
漠
だ
が
、
地
元
関
係
者

の
ご
協
力
も
え
て
、
幸
い
に
も
建
設
当

時
の
様
子
が
わ
か
っ
た
。

武
州
雲
取
小
屋
の
工
事
は
、　
一
九
二

八
年

（昭
和
三
）
の
六
、　
七
月

で
ぁ

り
、
登
山
者
の
使
用
は
七
月
下
旬
か
お

そ
く
て
も
八
月
上
旬
と
推
定
で
き
る
。

針
葉
樹
会
員
増
山
清
太
郎
さ
ん
所
蔵
の

五
万
分

一
図
幅

「
三
峰
」
（昭
和

四
年

要
部
修
正
測
図
）
に
は
、
雲

取

小
屋

（
い
わ
ゆ
る
甲
州
雲
取
小
屋
）
と
武
州

雲
取
小
屋
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
貴
重

な
史
料
と
な
っ
た
。

木
暮
、
田
部
の
大
先
輩
が
雲
取
に
登

ら
れ
た

一
九
〇
九
年

（明
治
四
十
二
）

レ7ル
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∫.9
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創
立
８０
周
年
記
念
行
事

（富
山
）

（富
山
県
中
新
川
郡
上
市
町

北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
）

日
本
山
岳
会
創
立
８０
周
年
記
念
事
業

（富
山
支
部
、
石

川
支
部
共
催
）
で
は
、
去
る
九
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日

の
両
日
に
わ
た
り
富
山
県
上
市
町
北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
講
師
に
西
堀
栄
三
郎
氏
を
迎
え

「山
に

想
う
」
と
い
う
演
題
で
講
演
、
終

っ
て
富
山
県
岳
連
隊
に

よ
る

「
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ー
ト
登
頂
記
録
映
画

『白
き
魔
の

山
』
」
を
上
映
、
会
員
、
非
会
員
三
百
余
名
が
集

っ
た
。

続
い
て
、
剣
岳
の
登
山
基
地
馬
場
島
に
会
場
を
移
し

「家

族
の
森
」
で
晩
餐
会
を
催
し
盛
会
裡
に
行
事
の
大
半
を
終

え
た
。
明
日
の
自
由
山
行
は

「中
山
」
を
予
定
し
て
い
た

が
、
生
憎
の
降
雨
で
中
止
、
残
念
な
が
ら
も
自
然
の
力
に

は
勝
て
ず
馬
場
島
を
あ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

西
堀
さ
ん
の
講
演
は
、
聴
く
者
を
し
て
感

銘

を
与

え

た
。
京
都
に
生
れ
柔
か
い
山
々
に
接
し
な
が
ら
、
愛
す
る

憶
い
を
抱
か
せ
る
自
然
、
年
を
経
て
も
変
る
と
こ
ろ
の
な

い
自
然
を
語
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
虫
が
晴
き
、
同
じ
所

に
ま
た
同
じ
花
が
咲
く
自
然
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
不
思
議
に
思

っ
た
こ
と
。
そ
こ

に
は
氏
の
知
ら
な
い
自
然
が
生
き
て
い
た
。
こ
う
し
て
氏

の
心
に
は
サ
イ
エ
ン
ス
を
や
ろ
う
と
い
う
思

い
が
湧

い

た
。
そ
し
て
自
然
か
ら
知
識
を
得
よ
う
と
努

力

も

し
た

し
、
先
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
の
探
求
心
は
対
照
物

が
遠
く
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
進
む
気
を
起
こ

し
、
白
い
雪
や
這
松
の
緑
を
見
て
も
探
求
心
が
出
た
し
、

谷
に
下
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
に
入
れ
ば
昂
然

た
る
自
然
が
常
に
あ
り
、
大
自
然
の
偉
大
な
姿
に
は
畏
敬

の
念
が
湧
い
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
思
う
こ
と
が
人
間

で
は
な
い
の
か
、
と
、
氏
は
思

っ
た
。

文
明
の
存
在
を
意
識
し
、
物
質
文
明
を
み
る
時
、
技
術

が
必
要
で
あ
り
文
明
を
求
め
る
た
め
の
技
術
が
不
可
欠
な

の
は
確
か
で
あ
る
。
然
し
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
を
痛
め
な
い
か
と
考
え
も
す
る
が
、
自
然
の
法
則

に
恵
ま
れ
な
が
ら
人
間
生
活
を
し
、
こ
れ
を
両
立
さ
せ
る

も
の
は
あ
る
の
だ
、
と
い
う
。

自
然
の
法
則
を
求
め
る
た
め
の
手
近
か
な
場

所

は
山

だ
。
そ
こ
に
求
め
る
山
が
あ
る
。
複
雑
な
、
そ
し
て
広
大

な
自
然
尊
敬
の
念
を
導
き
出
す
山
が
あ
る
。
な
ど
、
山
を

通
し
て
の
も
の
の
考
え
方
、
技
術
を
通
し
て
の
人
類
の
繁

栄
と
人
生
の
進
路
な
ど
五
十
五
分
間
に
わ
た
っ
て
熱
弁
を

ふ
る
わ
れ
た
。
聴
衆
は
非
常
な
感
銘
を
受
け

一
人
と
し
て

無
駄
口
を
い
う
者
も
な
く
終
了
。

続
い
て
、
『白
き
魔
の
山
』
が
上
映
さ
れ
、
日
本

人

と

し
て
初
登
頂
を
成
し
遂
げ
た
富
山
岳
連
隊
の
ナ
ン
ガ
パ
ル

バ
ー
ト
登
頂
の
シ
ー
ン
が
昨
日
の
如
く
思
い
出
さ
れ
た
。

夕
刻
せ
ま
る
雨
の
中
を
バ
ス
に
分
乗
、馬
場
島
に
向
う
。

会
員
の
先
輩
達
が
歩
い
た
路
も
舗
装
さ
れ
、
ガ
ス
の
中
に

創立80周年記念晩餐会 (富山)で挨拶する今西会長 (撮影/石坂久忠)

ご
ろ
は
、
山
頂
周
辺
に
小
屋
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。　
一
九
二
八
年
の
一
橋
山
岳

部
報

「針
葉
樹
」
第
四
号
で
、
雲
取
小

屋

（甲
州
）
と
甚
助
小
屋
が
確
認
で
き

る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
武
州
雲
取
小
屋

工
事
中
の
六
月
下
旬
の
記
録
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
武
州
雲
取
小
屋
工
事
の
概

況
で
あ
る
が
、
秩
父
鉄
道

（株
）
（以
下

秩
鉄
と
略
記
す
る
）
が
新
設
を
き
め
た

の
が

一
九
二
八
年
六
月
で
ぁ
り
、
秩
父

営
林
署

（以
下
署
と
略
記
す
る
）
と
協

議
し
て
、
小
屋
敷
貸
付
願

（
一
二
坪
＝

二
九

・
六
ｍ２
）
と
小
屋
用
材
払
下
代
金

が
処
理
さ
れ
た
。
小
屋
敷
借
用
料
は
四

年
九
ヵ
月
間
で
九
十
五
銭
で
あ
る
。
建

設
目
的
は
同
社
保
存
文
書
に
よ
る
と
、

「奥
秩
父
登
山
者
近
年
増
加
シ
来
り
候

二
付
テ
ハ
登
山
者
ノ
為
当
社

二
於
テ
休

泊
小
屋
ヲ
建
設
致
度
候
」
と
あ
る
。
そ

主
務
者
は

（浩
堂
）

吉 の治
、
町
田
立
穂
両
氏
と
の
ト
リ
オ
で
、

奥
秩
父
の
紹
介
に
つ
と
め
た
地
元
先
覚

者
で
あ
る
。

工
事
は
秩
父
郡
大
滝
村
大
字
大
滝
字

大
血
川
の
山
中
宗
太
郎
さ

ん
が
請

負

い
、
秩
鉄
の
記
録
に
よ
れ
ば
建
設
費
百

八
十

一
円
九
十
五
銭
と
あ
る
。
当
時
十

八
歳
の
最
年
少
者
で
工
事
に
参
加
し
た

山
中
信
義
さ
ん
が
健
在
で
あ
る
と
、
前

村
長
山
中
敬
二
、
村
史
編
纂
委
員
黒
沢

八
郎
さ
ん
た
ち
か
ら
教
え
ら

れ
た

の

で
、
本
年
六
月
三
日
黒
沢
家
で
ご
当
人

に
お
目
に
か
か
っ
た
。
そ
の
話
に
よ
る

と
、
工
事
参
加
者
は
山
中
宗
太
郎
の
も

と
に
、
山
中
喜
好
、
山
中
馬
吉
、
岩
田

、
旅
客
課
主
任
の
吉
田
卯

さ
ん
で
、
の
ち
に
塚
本
閤

雛
吉

（木
挽
）
、
山
中
正

一
、
山
中
信
義

の
計
六
名
で
、
い
ず
れ
も
大
血
川
の
住

民
で
あ
る
。
当
時
秩
父
側
か
ら
の
雲
取

山
最
短

コ
ー
ス
は
、
大
血
川
―
大
日
向

―
お
経
平

（お
清
平
）―
白
岩

山
―
雲

取
で
あ
る
。
な
お
工
事
中
は
署
の
大
滝

村
落
合
の
駐
在
員
雨
宮
静
さ
ん
が
、
起

居
を
と
も
に
し
た
と
い
う
。

こ
の
信
義
さ
ん
の
記
憶
に
よ
る
と
、

小
屋

一
棟
と
便
所
が
で
き
た
と
い
う
。

小
屋
は
間
口
二
・
五
間
、
奥

行

四
間

で
、
屋
根
は
平
ト
タ
ン
葺
き
。
柱
は
樅

で
、
壁
は
唐
檜
丸
太
の
横
積
み
、
窓
は

片
側
に
二
つ
ず
つ
で
三
尺

四
角

の
も

の
。
内
部
に
は
両
側
に
床
が
あ
り
、
薄

縁
が
敷
か
れ
、
中
央
は
土
間
だ
っ
た
。

し
か
し
現
地
の
林
相
か
ら
考
え
る
と
唐

槍
は
少
い
の
で
、
柱
に
唐
檜
、
壁
に
は

自
檜
曽
の
丸
太
が
使
わ
れ
た
ろ
う
、
と

い
う
意
見
も
で
た
。

工
事
は
梅
雨
期
で
、
約
四
〇
日
か
か

っ
た
が
、
ま
ず
テ
ン
ト
泊
り
で
と
り
か

か
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
で
き
て
か
ら
は

屋
根
下
泊
り
と
な
っ
た
。
と
に
か
く
雨

で
苦
労
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
な
お
山
中

宗
太
郎
さ
ん
は
、
地
元
で
い
ろ
い
ろ
工

事
な
ど
を
う
け
、
建
具
な
ど
に
器
用
だ

っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
私
は
、
武
州
雲
取
小
屋
の
登

山
者
使
用
開
始
を
、
夏
休
み
の
は
じ
ま

る
七
月
下
旬
、
お
そ
く
て
も
八
月
上
旬

と
推
定
し
た
。
も
ち
ろ
ん
管
理
者
不
在

で
、
使
用
料
金
は
小
屋
内
に
お
い
た
缶

に
投
入
し
た
由
だ
が
、
あ
の
頃
の
登
山

者
は
マ
ナ
ー
が
よ
く
て
そ
れ
が
守
ら
れ

て
い
た
と
、
黒
沢
八
郎
さ
ん
は
語

つ
＼

(5)
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(富 山)／
て
く
れ
た
。私
は
三
年
ほ
ど
ま
え
に
、

中
央
ア
ル
プ
ス
の
越
百
小
屋
で
こ
れ
と

同
じ
経
験
を
し
た
の
で
、
な
ん
と
も
な

つ
か
し
く
感
じ
入
っ
た
。

秩
鉄
と
前
後
し
て
秩
父
営
林
署
長
の

官
田
さ
ん
も
、
奥
秩
父
登
山
者
の
増
加

に
注
目
し
、
奥
秩
父
管
内
の
対
策
を
考

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
署
保
存
文
書

の
有
無
は
不
明
だ
が
、
秩
鉄
保
存
文
書

に
署
と
の
交
渉
内
容
を
語
る
資
料
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
署
は
管
内
の
奥
秩

父
に
、
山
小
屋
三
カ
所
と
指
導
標
百
カ

所
、
登
山
地
図
五
千
部
作
製
等
の
案
を

も
っ
て
い
た
。
山
小
屋

一
カ
所
は
武
州

雲
取
小
屋
と
な
る
が
、
他
の
ニ
カ
所
に

塔

ノ

岳

の

尊

仏

つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
指
導
標
は
栂

一
寸
厚
で

一
尺
角
の
自
ペ
ン
キ
塗
り
方

向
板
で
、
こ
れ
は
秩
鉄
負
担
と
し
、
標

柱
と
建
設
人
夫
は
署
の
負
担
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
地
図
は
署
が

一
千
部
、

秩
鉄
四
千
部
で
接
分
負
担
さ
れ
た
ら
し

一
九

一
三
年

（大
正
三
）
に
木
暮
、

田
部
、
中
村
、
梅
沢
、
武
田
、
小
島
、

高
野
の
諸
先
輩
は
、
東
京
で
秩
父
会
を

つ
く
り
、
こ
の
人

た

ち

か
ら

「奥
秩

父
」
と
い
う
呼
称
が
生
み
だ
さ
れ
た
。

「奥
秩
父
の
山
旅
日
記

（木
暮
理
太
郎

・
大
正
五
年
）」
や

「晩
秋
の
奥

秩

父

（田
部
重
治

・
大
正
七
年
）
」
が
書

か

周
年
記
念
行
事

（富
山
）

れ
る
。
秩
鉄
の
前
掲
文
書
に
も
、
奥
秩

父
登
山
者
と
の
文

言
が

あ

る

（昭
和

三
）
。
し
か
し
山
岳
専
門
雑
誌

「山
と

渓
谷
」
第
二
号

（昭
和

五
）
は
、
「秩

父
特
輯
」
で
あ
り
、
奥
秩
父
と
い
う
呼

称
が
定
着
す
る
の
は
、
も
少
し
の
ち
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
登
山
者
は
増
加

し
て
ゆ
く
。
こ
こ
ら
で
署
は
管
内
原
生

林
の
保
安
上
か
ら
、
秩
鉄
は
旅
客
対
策

上
か
ら
、
山
小
屋
、
指
導
標
、
地
図
作

製
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
わ
け
で
、
甲
州

側
の
雲
取
小
屋
と
は
別
に
武
州
雲
取
小

屋
の
建
設
が
、
両
者
の
合
意
と
協
調
に

よ
っ
て
ま
ず
完
成
を
告
げ
た
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
が
前
記
の
昭
和
四
年
要
部
修

姿
を
消
し
て
い
た
剣
岳
も
、
岩
魚
の
刺
身
や
山
菜
の
料
理

に
ビ
ー
ル
を
傾
け
な
が
ら
会
員
親
睦
の
最
中
、
ガ
ス
の
切

れ
間
に
南
画
を
見
る
よ
う
な
姿
で
浮
か
び
出
た
。
仙
境
に

し
て
初
め
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
そ
の
情
景
は
私
達
を
祝

福
し
て
呉
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

講
師
の
西
堀
栄
二
郎
氏
、
会
長
の
今
西
寿
雄
氏
、
副
会

長
の
山
田
二
郎
、
大
塚
博
美
の
両
氏
を
は
じ
め
五
十
人
近

い
会
員
の
か
た
ら
い
は
夜
の
深
ま
る
に
つ
れ
熱
が
入
り
、

昔
話
し
、
今
話
し
、
寝
話
し
、
静
寂
な
環
境
で
の
久
々
に

し
て
動
的
な
語
ら
い
で
あ
つ
た
。

明
く
れ
ば
中
山
山
行
の
予
定
で
あ
っ
た
が
残
念
に
も
降

雨
、
中
山
行
き
を
次
の
機
会
に
ゆ
ず
り
解
散
。

参
加
者
芳
名

（記
入
順
）

今
西
寿
雄
、
西
堀
栄
三
郎
、

中
田
清
兵
衛
、
若
林
啓
之
助
、
増
江
俊
三
、
石
坂
久
忠
、

佐
伯
久
雄
、
木
戸
繁
良
、
大
場
摂
雄
、
木
南
金
太
郎
、
浜

田
文
二
、
藤
条
好
夫
、
小
林
雄
次
郎
、
津
田
文
夫
、
福
久

米
之
助
、
中
川
博
人
、
岡
本
明
男
、
太
田
義

一
、
広
瀬

正
、
安
土
武
夫
、
稲
垣
保
彦
、
青
木
俊
輔
、
酒
井
義
次
、

水
井
謹
作
、
山
田
二
郎
、
高
遠
宏
、
大
塚
博
美
、
関
塚
貞

亨
、
神
崎
忠
男
、
氷
見
定
三
、
本
多
啓
七
、　
野
島
福
三

郎
、
前
田
庄

一
郎
、
小
杉
喜
良
、　
三
鍋
久
雄
、
堀
口
圭

介
、
井
上
晃
、
山
本
春
雄
、
池
田
則
章
、
井
上
和
正
、
谷

川
幸
子
、　
上
野
博
基
、　
小
倉
正

一
、　
大
角
隆
、　
山
岸
邦

子
、
長
津
葛
尾
、
水
腰
英
隆
、
森
丘
実
、
中
塚
悦
子
、
小

林
浩

一
、
佐
伯
尚
幸
、
鈴
木
郭
之
　
他
に

一
般
参
加
者
二

百
五
十
名

（石
坂
久
忠
）

・…
…
八
丹
水
会
夜
話

・
６
月
１５
日
、
ロ
ッ
ンヽ

「峠
」
に
て
∨
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
Ｆ
ｉ
‥
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
―

丹

沢

回

顧

（上
）

石

川

治

郎

丹
沢
の
紀
行
文
と
し
て
古
い
の
は
、
高
野
鷹
蔵
、
武
田

久
吉
の
二
人
が
塔
ノ
岳

へ
登
っ
た
と
き
の
文
章

で
し

ょ

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
の
夜

今
井
喜
美
子

九
月
七
日

（土
）
は
婦
人
懇
談
会
主

催
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
の
日
で
し
た
。

九
月
と
も
な
れ
ば
涼
風
も
た
つ
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
暑
く
て
ビ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
む
き
の
日
で
し
た
。
昔
は

よ
く
出
席
し
た
も
の
で
し
た
が
最
近
は

す
っ
か
り
ご
無
沙
汰
し
て

い
ま

し
た

ら
、
婦
人
懇
談
会
委
員
会
よ
り
お
沙
汰

が
あ
っ
て
、
去
年
か
ら
老
い
も
若
き
も

順
番
に
当
番
を
割
り
当
て
る
こ
と
に
な

っ
て
、
今
年
は
私
の
番
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
、
喜
ん
で
お
引
受
け
し
ま
し

た
。
私
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
、
枝
豆

を
ゆ
で
て
持
参
す
る
こ
と
で
し
た
。
い

つ
も
に
な
い
大
量
な
の
で
調
子
が
狂

っ

て
、　
一
寸
ゆ
で
す
ぎ
で
し
た
が
リ
ュ
ッ

ク
に
入
れ
て
背
負

っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

ル
ー
ム
は
六
、
七
十
人
の
方
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

婦
人
懇
談
会
の
方
々
の
心
の
こ
も
っ

た
お
つ
ま
み
は
美
事
な
も
の
で
、
色
と

り
ど
り
の
女
ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

一
同
遠
慮
な
く
食
べ
て
飲
ん
で
、
た

の
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。
前
会
長
の
佐

々
様
、
渡
辺
兵
力
様
、
関
根
様
、
な
ど

お
近
く
の
席
で
し
た
の
で
、
ご
気
嫌
で

い
ろ
い
ろ
お
話
し
合
え
ま
し
た
。
と
か

く
窮
屈
に
思
わ
れ
が
ち
な
山
岳
会
の
集

り
も
、
こ
ん
な
形
で
な
ご
や
か
に
な
る

の
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
お

酒
の
よ
さ
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
冬
は
地
酒
パ
ー
テ
ィ
で

も
催
し
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

∧
参
加
者
六
十
八
名
∨

正
測
図
に
、
正
式
に
載

っ
た
登
山
小
屋

で
あ
り
、
数
年
後
さ
ら
に

一
棟
増
設
さ

れ
た
。

山
小
屋
が
で
き
た
が
無
人
小
屋
で
あ

る
。
翌
々
年
の
五
月
に
は
、
秩
鉄
の
影

森
駅
―
三
峰
口
駅
が
開
通
し
た
。
雲
取

登
山
も
当
然
増
加
す
る
。
シ
ー
ズ
ン
に

は
小
屋

の
管
理
人
常
住
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
秩
父
市
蒔

田
生
れ
の
富
田
治
三
郎
青
年
で
、
の
ち

に

「
カ
マ
仙
」
と
か

「鎌
仙
」
と
い
う

呼
称
で
、
山
仲
間
に
し
ら
れ
た
人
で
あ

る
。　
一
九
四
二
年

（昭
和
十
七
）
発
行

の
塚
本
閤
治
著

「奥
秩
父
」

一
〇
五
頁

に
は
、
町
田
立
穂
さ
ん
が
彼
は

「殆
ど

一
年
を
通
じ
て
住
ん
で
い
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
（以
下
次
号
）

今
回
は
ち
ょ
っ
と
趣
向
を
変
え
て
、

馬
酔
木
同
人
、
小
林
碧
郎

氏

に
よ

る

《
山
の
歳
時
記
》
の
講
演
で
あ
る
。

何
せ
天
狗
の
多
い
三
水
会
の
こ
と
、

さ
ぞ
華
や
か
な
談
論
に
な
る
か
と
思
わ

れ
た
が
、
温
蓄
を
傾
け
て
の
講
師
の
迫

力
に
押
さ
れ
て
か
、
以
外
に
静
聴
裡
に

予
定
の
二
時
間
は
終
了
し
た
。

民
族
の
魂
の
文
化
と
も
い
う
べ
き
俳

第

一
五
九
回

〓
一　

水

　

会

九
月
十
八
日
ル
ー
ム
に
て

(6)

一園

〓

固

三

同

Ｉ

田
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目

目

目

目
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日
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目

目
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山  485-1985・ 11020(第 二種郵便物認可)

(上 )

う
。
明
治
三
十
八
年
、　
一
行
八
名
が
玄
倉
か
ら
山
神
峠
を

越
え
、
第
杉
沢
を
経
て
登
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
尊
仏
詣

り

（塔
ノ
岳
登
山
）
の
参
道
で
し
た
。
高
野
さ

ん

の
は

「山
岳
」
第

一
年
第

一
号
に
、
武
田
さ
ん
の
は

「明
治
の

山
旅
」
の
中
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
岡
野
金
次
郎
が
十
八
歳
の

と
き
、
大
倉
か
ら
塔
ノ
岳

へ
登

っ
て
い
ま
す
。
母
方
の
里

が
西
秦
野
村
の
堀
西
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ

へ
遊
び
に
き
た
と
き
に
塔
ノ
岳
登
山
を
し
て

「山
っ
て
こ

ん
な
に
き
れ
い
な
も
の
か
」
と
感
激
し
た
。
そ
れ
が
徴
兵

検
査
で
小
島
鳥
水
と
初
め
て
知
り
あ
っ
て
、
明
治
二
十
八

年
春
、
岡
野
が
誘

っ
て
二
人
で
塔
ノ
岳
に
登
り
、
さ
ら
に

友
情
を
深
め
、
感
激
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
（こ
の

こ
と
は

「
山
岳
」
四
四
年

一
号

「小
島
烏

水
追
憶
」
号

に
、
岡
野
の

『
小
島
と
私
』
の
寄
稿
が
あ
る
）

大
倉
登
山
口
か
ら
塔
ノ
岳
に
向
か
っ
て
約
四
十
分
ほ
ど

登
る
と
、　
一
本
松
と
い
う
指
導
標
の
あ
る
場
所
に
着
き
ま

す
が
、
い
ま
は

一
本
松
は
な
い
。
矮
小
な
松
は
た
く
さ
ん

生
え
て
い
る
が
…
。
五
十
年
前
、
私
が
歩
い
た
と
き
は
立

枯
れ
の
大
き
な

一
本
松
が
あ
り
ま
し
た
。
初
期
の

「
山
と

渓
谷
」
丹
沢
号
に
、
い
き
い
き
し
た
松
の
大
木
写
真
が
載

っ
て
い
ま
す
。
当
時
、　
一
本
松
で
な
く
二
本
松
だ
っ
た
こ

と
が
、
そ
の
写
真
で
わ
か
り
ま
す
。
尾
根
の
と
っ
か
か
り

で
、
ほ
か
に
大
き
な
木
の
な
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
月
明

り
に
登
っ
て
い
く
と
、
下
か
ら
の
良
い
目
標
に
な
っ
た
も

の
で
し
た
。

塔
ノ
岳
で
は
、
毎
年
五
月
十
五
日
に
尊
仏
さ
ん
の
お
祭

り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
地
元
の
百
姓
連
中
が
、
爺

さ
ん
、
婆
さ
ん
、
子
ど
も
に
い
た
る
ま
で
、
揃

っ
て
塔
ノ

岳

へ
登
る
ん
で
す
。
昭
和
十

一
年
五
月
発
行
の
雑
誌
「山
」

に
、
飯
塚
さ
ん
と
い
う
人
の

『丹
沢
山
の
五

・
一
五
』
と

い
う
随
筆
が
載

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
日

は
尾
根
筋
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
賭
場
が
ひ
ら
か
れ
、
博
打

ち
を
や
っ
て
い
る
。
こ
の
日
ば
か
り
は
警
察
も
お
目
こ
ぼ

し
で
す
。
そ
れ
こ
そ
関
東

一
円
か
ら
賭
博
師
が
集
ま
っ
て

く
る
か
ら
、
村
の
人
た
ち
が
登
っ
て
行
っ
て
″
な
ぐ
さ
み
″

を
や
っ
て
も
、
み
ん
な
と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
た
ち
も
縦
走
し
て
最
後
の
塔
ノ
岳
で
、
こ
れ
に
ぶ
つ

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
「兄
さ
ん
、
遊
ん
で

い
か

な
い
か
」
と
声
が
か
か
っ
て
、
「
よ
し
、
本
職
を
敗

か
し

て
や
る
」
な
ん
て
意
気
ご
ん
で
み
て
も
、
結
局
は
み
ん
な

と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
足
の
弱
い
人
た
ち
に
は
そ

れ
に
合
う
よ
う
に
、
頂
上

へ
は
ま
だ
遠
い
低
い
と
こ
ろ
に

御
開
帳
場
が
あ
っ
た
も
の
だ
。
足
の
強
い
人
は
も
っ
と
上

で
と
ら
れ
る
。
い
ち
ば
ん
達
者
な
の
が
頂
上
ま
で
行
っ
て

ま
き
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
仕
掛
け
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
季
節

は
、
秦
野
平
野
が

一
望
、
レ
ン
ゲ
草
の
赤
紫
色
と
麦
の
黄

色
で
彩
ら
れ
、
い
ま
と
違

っ
て
の
ど
か
な
丹
沢
の
五

・
一

五
で
し
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
塔
ノ
岳
に
尊
仏
さ
ん
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
尊
仏
さ
ん
と
い
う
の
は
、
頂
上
北
寄
り
、
縦
走

路
か
ら
左
六
十
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
小
尾
根
に
露
出
し
た
大

き
な
自
然
石
の
仏
さ
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
関
東
大
震
災

で
等
杉
沢
側
の
小
金
沢
に
落
ち
て
し
ま
い
、
い
ま
は
あ
り

ま
せ
ん
。
霧
の
旅
会
の
松
井
幹
雄
さ
ん
の
撮

っ
た
写
真

が
、
尊
仏
さ
ん
の
あ
り
し
姿
を
伝
え
る
唯

一
の
も

の
で

す
。戦

前
の
五
万
分
の

一
地
形
図
に
は
尊
仏
の
露
岩
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
に
は
無
論
あ
り
ま
せ
ん
。

塔
ノ
岳
を
尊

仏

山

と

呼

び
、
いま
も

唱
離
　
小
屋
の
一つ

副
鉢
　
を
鱒
仏
小

‐屋

小

／

と

い

う

の

胸
ツト　
は
、
こ
ん
な

丹

力
　
い
わ
れ
か
ら

で
す
。

（以
下
次
号
）

（
上
）
…
…

句
の
一
端
に
触
れ
た
清
凍

一
服
の
タ
ベ

で
あ
っ
た
。

過
日
の
黄
河
源
流
踏
査
隊
に
参
加
さ

れ
た
折
の
小
林
講
師
の
一
句
、

″
地
平
ま
で
黄
土
高
原
委
熟
る
る
″

∧
参
加
人
員
二
十

一
名
∨（木

村
俊
郎
）

八
幡
平

へ
の
旅

小

田

正

男

八
幡
平
は
、
十
数
年
来
の
憧
れ
の
地

で
し
た
。
八
月
上
旬
教
え
子
と
共
に
四

泊
五
日
の
予
定
で
出
か
け
ま
し
た
。
初

め
て
見
る
岩
手
山
の
偉
観
に
は
思
わ
ず

絶
叫
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん

で
し

た
。
藤
七
温
泉
に
投
宿
し
朝
霧
の
中
を

散
策
し
な
が
ら
秀
峯
岩
手
山
に
み
と
れ

ま
し
た
。
快
晴
に
恵
ま
れ
見
返
峠
か
ら

の
山
々
の
遠
望
は
す
ば
ら
し
く
、
八
幡

沼
水
辺
の
お
花
畑
に
も
満
き
つ
し
ま
し

た
。
明
け
て
大
沼

ロ
ッ
ヂ
泊
で
焼
山
に

登
り
玉
川
温
泉
に
下
り
、
三
日
目
を
後

生
掛
温
泉
に
し
て
陸
奥
旅
を
終
え
ま
し

た
。陸

奥
の
　
山
を
越
え

つ
つ
　
見
わ
た

せ
ば
　
山石
手
の
山
は
　
い
や
は
る
か

な
り
　
　
　
　
（高
原
の
バ
ス
に
て
）

藤
七
の
　
出
湯
は
た
の
し
　
去
り
が

た
く
行
く
は
悲
し
や
　
心
の
こ
り
て

（藤
七
温
泉
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス

花

と
氷
河

の
旅

坂
倉
登
喜
子

花
と
氷
河
の
旅
も
今
年
で
九
回
目
と

一一

な
っ
た
。
今
夏
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ

ス
は
、
八
月
上
旬
降
雪
が
あ
っ
て
、
天

候
が
悪
く
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
登
山

者
が
、
上
の
ソ
ル
ヴ

ェ
イ
小
屋
に
二
十

名
く
ら
い
泊

っ
た
ま
ま
、
下
山
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ

ト
の
郵
便
局
の
支
局
長
で
も
あ
る
、
ス

イ
ス
山
岳
会
支
部
長
の
ウ
ィ
リ
ー
氏
か

ら
聞
い
た
。

そ
の
時
に
、
十
二
月
の
日
航
機
墜
落

事
故
の
報
道
の
こ
と
も
知
ら
さ
れ
、
私

達

一
行
は
帰
り
の
飛
行
機
を
凄
ぐ
心
配

し
た
。

旅
行
中
の
八
月
七
日
―
十

八

日
ま

で
、
快
晴
に
終
始
恵
ま
れ
て
、
シ
ャ
モ

ニ
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ

ル
ト
、
ミ
ュ
ー
レ
ン
と
毎

日
歩

き
続

け
、
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
も
新
し
い
場
所

で
ニ
カ
所
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
花
の

好
き
な
人
達
は
大
感
激
だ
っ
た
。

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
は
、
ホ
テ
ル
に
ス

イ
ス
山
岳
支
部
長
の
ウ
ィ
リ
ー
氏
を
お

招
き
し
て
夕
食
後
、
氏
の
ご
好
意
で
山

岳
博
物
館
を
訪
ね
た
。
毎
年
拝
観
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
内
容
が
豊
富

で
有
名
登
山
家
の
資
料
が
多
く
、
日
本

に
も
こ
の
く
ら
い
の
山
岳
博
物
館
が
で

き
た
ら
素
晴
し
い
…
と
何
時
も
思
う
こ

と
だ
っ
た
。

私
は
他
に
ベ
ル
ン
と
シ
ャ
モ
ニ
で
山

岳
博
物
館
を
見
た
が
、
日
本
で
も
完
壁

な
山
の
宝
物
の
器
を
作
り
た

い
も

の

だ
。今

年
は
参
加
者
中
に
夫
婦
組
は
四
組

で
、
新
婚
旅
行
を
兼
ね
た
二
十
歳
代
の

カ
ッ
プ
ル
や
、
最
年
長
の
七
十

一
歳
の

(7)
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Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
の
Ｋ
氏
も
終
始
お
元
気
に

若
い
メ
ン
バ
ー
と
共
に
健
脚
の
Ａ
班
と

一
緒
に
歩
か
れ
て
、
さ
す
が
平
素
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
か
と
、
皆
が
驚
く

ほ
ど
だ
っ
た
。

最
終
日
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
ホ
テ
ル
で

の
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
歌
の
指
導

に
熱
心
な
Ｉ
嬢
指
揮
の
合
唱
で
盛
り
上

り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
っ
た
。

永
い
と
思

っ
て
い
た
十
二
日
間
も
ま

た
た
く
間
に
過
ぎ
全
員
無
事
に
帰
途
に

つ
き
、
心
配
し
た
帰
り
の
飛
行
機
も
無

ン
ド
上
か
ら
回
転
面
に
水
平
方
向
に
矢
を
放

っ
た
場
合
、

矢
は
放

っ
た
方
向
か
ら
そ
れ
て
飛
ん
で
い
く
よ
う
に
見
え

る
は
ず
で
あ
る
。
気
圧
傾
度
力
と
転
向
力
と
は
ち
ょ
う
ど

大
き
さ
が
等
し
く
方
向
が
逆
に
な
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

（図
参
照
、
証
明
は
教
科
書
に
あ
る
）
。

そ
れ
で
風
の
方
向
は
等
圧
線
に
平
行
で
、
北
半
球
で
は

高
圧
側
を
右
に
み
る
方
向
に
な
る
。
こ
れ
が
地
衡
風
で
あ

る
。
地
衡
風
の
風
速
は
気
圧
傾
度
力
に
比
例
し
、
緯
度
の

正
弦
に
反
比
例
す
る
。
す
な
わ
ち
等
圧
線
が
混
ん
で
い
れ

ば
気
圧
傾
度
力
は
大
き
く
、
風
は
強
く
な
る
。
ま
た
気
圧

傾
度
力
が
同
じ
場
合
、
緯
度
の
低
い
と
こ
ろ
ほ
ど
風
は
強

く
な
る
。

地
衡
風
は
地
上
か
ら
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
と
こ
ろ
で
吹

い
て
い
る
が
、
地
表
近
く
で
は
地
表
と
の
摩
擦
力
の
た
め

ず

っ
と
弱
く
な
る
。
こ
の
場
合
は
摩
擦
風
と
呼
ぶ
。
富
士

山
、
岩
手
山
な
ど
の
山
頂
測
候
所
で
観
測
さ
れ
る
風
は
ほ

ぼ
地
衡
風
と
い
え
る
。

一
方
山
腹
や
稜
線
で
は
風
は

一
般
に
地
衡
風
よ
り
強
く

な
る
。
こ
れ
は
山
の
障
害
の
た
め
で
あ
る
。
ビ
ル
の
谷
間

で
強
い
風
が
吹
く
の
や
、
川
の
流
れ
は
川
幅
の
狭
い
と
こ

ろ
で
急
な
の
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
富
士
山
山

腹
、
前
穂
吊
尾
根
、
北
岳
な
ど
で
強
風
に
よ
る
遭
難
が
生

ず
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

な
お
以
上
地
衡
風
の
こ
と
か
ら
、
天
気
図
を
書

く
場

合
、
風
の
矢
羽
根
の
側
を
低
圧
部
と
し
、
等
圧
線
は
風
に

平
行
に
引
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

（も
ち
ろ
ん
別
の
要
因

で
常
に
完
全
に
平
行
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
）
。
（大
井
正

一
氏
講
義
要
項
　
高
橋
が
ま
と
め
）

気
象
講
座
は
九
月
十
二
日

（第
十
回
）
で
一
応
終
り
ま
す

∧
参
加
者
十
四
名
∨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
詢
）

事
成
田
に
着
陸
、
拍
手
で
無
事
を
喜
び

合
い
、
関
西
へ
帰
る
メ
ン
バ
ー
を
送
っ

て
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
解
散
し
た
。
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ヽ
　
六
月
十
三
日

（木
）
午
後
六
時
半
よ
り
、
日
本
山
岳
会
ル
／

一
―
ム
に
て
、
前
回
に
引
続
き
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
雲
の
見
方

一

／
と
地
衡
風

（教
科
書
五
章
）
に
つ
い
て
学
ん
だ
。　
　
　
　
ヽ

雲
の
見
方
　
変
種
１
　
レ
ン
ズ
雲
　
層
流
が
山
を
越
え
る

時
に
山
岳
波
を
生
じ
、
そ
の
山
の
部
分
だ
け
で
凝
結
が
起

り
、
レ
ン
ズ
雲
と
な
る
。
風
上
で
発
生
、
風
下

で
消
滅

し
、
全
体
と
し
て
の
位
置
は
動
か
な
い
、
横
か
ら
見
る
と

レ
ン
ズ
の
形
で
、
下
か
ら
見
る
と
翼
形
を
し
て
い
る
。
こ

の
変
化
は
新
幹
線
が
関
ケ
原
を
通
る
時
に
見
易
い
。
変
形

重
力
か
ら
シ
ア
不
安
定
係
数
を
減
じ
た
も
の
Ｓｃ
を
ス
コ
ラ

ナ
ン
バ
ー
と
呼
び
、
こ
の
ＳＣ
が
正
の
値
を
示
す
層
だ
け
に

レ
ン
ズ
雲
が
発
生
す
る
。
レ
ン
ズ
雲
は
風
が
強
い
時
に
発

生
す
る
か
ら
、
上
層
の
谷
の
前
面
と
後
面
で
発
生
し
、
こ

の
理
屈
か
ら
い
え
ば
、
天
気
は
悪
く
な
る
時
と
、
良
く
な

る
時
が
半
々
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
衡
風
　
大
気
の
運
動
で
あ
る
風
は

一
寸
考
え
る
と
大
気

圧
力
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
方
に
向
か
っ
て
吹
く
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
地
球
上
の
人
間
か
ら
み
る
と
そ
う
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
、
自
転
し
て
い
る
地
球
上

尽 逸

か
ら
風
の
方
向
を
み
る
か
ら

で
あ
る
。
風
の
原
動
力
は
場

所
に
よ
る
気
圧
の
差

（気
圧

傾
度
力
と
い
う
）
に
よ
る
の

だ
が
、
地
球
上
か
ら
み
た
風

の
方
向
は
地
球
の
自
転
方
向

と
逆
方
向
に
、
見
か
け
の
力

（転
向
力
ま
た
は
コ
リ
オ
リ

の
力
）
を
う
け
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ

盗

頻t・ 白

気 晨 領

転 ロ カ

線t

秋

の
か
ぬ
か
平
例
会岩

手
支
部

九
月
十
四
日
、
玉
山
村
、
相
ノ
山
、

大
森
山
を
雨
の
中
を
登
る
。
岩
泉
町
安

家
か
ら
旅
館
泊
り
。
黄
河
源
流
ト
レ
ツ

キ
ン
グ
報
告
、
鹿
野
松
男
、
開
口
宏
、

チ
ベ
ッ
ト
学
術
報
告
、
松
田
和
弘
。
地

元
の
竜
泉
洞
の
地
底
の
名
水
で
乾
杯
。

九
月
十
五
日
、
薄
晴
、
北
上
山
地
石

灰
岩
特
有
の
直
径
百
メ
ー
ト
ル
余
の
ド

リ
ー
ネ
を
見
学
、
石
峠
か
ら
、
建
設
中

の
林
道
を
安
念
峠
ま
で
車
で
入
る
。
草

地
造
成
中
を
経
て
、
寒
冷
地
現
象
の
階

状
土
、
か
ぬ
か
坊
主
、
か
ぬ
か
輪
等
を

観
察
し
な
が
ら
山
頂

へ
、　
一二
等

三
角

点
、
古
い
馬
頭
尊
の
小
桐
あ
り
。
当
日

は
敬
老
の
日
。
最
年
長
の
遠

来

の
常

連
、
望
月
達
夫
、
阿
部
国
雄
両
氏

へ
の

感
謝
の
胴
上
げ
の
あ
と
下
る
。
さ
ら
に

一
等
三
角
点
の
黒
森
山
の
ハ
シ
ゴ
。
竜

泉
洞
を
経
由
し
、
小
川
の
瀬

戸

屋
泊

り
。
ち
ょ
う
ど
秋
の
八
幡
神
社
の
祭
礼

で
山
車
も
賑
や
か
。

九
月
十
六
日
、
曇
、
早
坂
峠
、
石
峠

よ
り
浦
志
内
支
線
林
道
を
ウ
エ
ノ
オ
ー

ジ
沢
の
近
く
か
ら
尾
根
通
し
に
薮
を
こ

ぎ
七
兵
衛
頭
の
頂
上

へ
。
三
角
点
は
腐

葉
土
の
た
め
発
見
出
来
ず
。
か
つ
て
、

近
く
の

一
等
三
角
点
、
三
沢
ノ
頭
で
今

西
錦
司
氏
ら
と
さ
ん
ざ
ん
探
し
廻
っ
て

そ
の
あ
と
確
認
し
た
こ
と
を

思

い
出

す
。
帰
途
、
岩
洞
湖
畔
の
岡
本
商
店
に

て
直
会
。

参
加
者
　
望
月
達
夫
、
阿
部
国
雄
、
石

村
実
、
石
村
夫
人
、
田
鎖
寿
、
小
日
洋

右
、
菊
地
修
身
、
近
藤
有
慶
、
鹿
野
松

男
、
和
田
庄
司
、
関
口
宏
、
柳

田
房

男
、
松
田
和
弘
、
立
花
幹
雄
、
長
村

仁
、
山
崎
誠

一
、
佐
藤
紀
子
、
佐
藤
敏

彦
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
敏
彦
）

蝦
夷
お
月
見
会

北
海
道
支
部

北
海
道
支
部
の

『
お
月
見
の
会
』
は

回
を
重
ね
十
四
回
と
な
っ
た
。
今
年
は

九
月
二
十
八
日
、
後
方
羊
蹄
山
麓
の
真

狩
村
山
丈
荘
を
観
月
会
処
と
し
た
。

北
海
道
と
南
西
諸
島
を
除

く
各

地

は
、
曇
り
、
ま
た
は
雨
の
空
模
様
で
あ

る
。山

丈
荘
は
橋
本
支
部
長
の
山
荘
で
、

佐
々
前
会
長
夫
妻
を
始
め
、
三
組
の
ペ

ア
に
老
若
男
女
十
四
名
、
合
計
二
十
名

が
集
う
。
ア
イ
ビ
ー
が
、
満
酒
な
建
物

に
映
え
た
前
庭
に
勢
揃
い
し
た
。

午
後
六
時
、
兼
平
副
支
部
長
の
開
会

宣
言
、
橋
本
支
部
長
と
佐
々
前
会
長
の

挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
提
燈
に
灯
を
点
し

焼
鳥
の
旗
が
本
の
枝
に
下
げ
ら
れ
、
炭

火
の
本
格
的
焼
鳥
に
、
ス
コ
ッ
チ
、
銘

酒
、
焼
酎
、
ビ
ー
ル
の
栓
が
順
次
開
い

て
い
く
。
木
の
間
よ
り
、
晴
れ
上
が

っ

た
夜
空
に
待
望
の
月
が
上
る
。

山
荘
の
窓
辺
に
は
ス
ス
キ
が
生
け
ら

れ
、
お
月
見
団
子
と
鶴
頭
を
供
え
て
あ

る
ｃ
月
見
の
宴
を

一
時
中
断
し
、
山
岳

(8)
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日
ま
で
滞
在
、
小
川
山
他

へ
登
山

（
ロ

ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）、講
演
会
、
歓
迎

会
等
を
予
定
。

８０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
中
国
登

山
お
よ
び
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
報
告
、
行
事

の
会
員
絵
画
写
真
展
、
記
念
展
報
告
。

こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

○
忘
　
年
　
会

日
時
　
１２
月
１４
日

（土
）
１８
時
３０
分
よ

場
所
　
山
岳
会
ル
ー
ム

会
費
　
二
、
○
○
○
円

福
引
が
あ
り
ま
す
。

主
催
　
婦
人
懇
談
会
と
集
会
委
員
会
の

共
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
高
所
登
山
に
お
け
る

ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ス
タ
イ
ル
の

問
題
に
つ
い
て

―

一
九
八
五
年
関
西
カ
ラ
コ
ル
ム
登

山
隊
の
マ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
、
プ

ロ

ー
ド

・
ピ
ー
ク
連
続
登
山
の
場
合

日
時
　
ｎ
月
２７
日

（水
）
１８
時
開
会

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

司
会
　
坂
下
直
枝
氏

講
師
　
重
広
恒
夫
氏
、
賀
集
信
氏

（未

九
月

２
日

（月
）

総
務
委

５
日

（木
）

図
書
委

７
日

（土
）

婦
人
懇
談
会
ビ
ア
パ
ー

テ

ィ

理
事
会

科
研
委
、
気
象
の
話

科
研
委

海
外
委

自
然
保
護
委
、
図
書
委

総
務
委

フ
ィ
ル
ム
委

今
月
の
来
室
者
３８６
名

３
４
２
８
　
塩
田
　
良
仲

（８

ｏ
２５
）

８
２
２
１
　
村
嶋
　
雅
博

（８

ｏ

）

８
８
０
１
　
山
崎
　
　
党

（８

・
２
）

９
４
０
９
　
田
村
豊
二
郎

（９

ｏ
３
）

８
２
２
１
　
村
嶋
　
雅
博

（８

ｏ

）

姓
名
変
更

９
４
４
２
　
根
岸
　
悦
子
↓
大
谷

ヘ

除
籍
取
消

７
４
１
４
　
福
島
　
繁
雄

―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―

編
集
後
記
　
こ
の
編
集
後
記
用
の
欄
は

常
に
確
保
し
て
割
り
付
け
を
し
な
い
と

発
行
日
近
く
な
っ
て
飛
び
込
ん
で
く
る

原
稿

（特
に
お
知
ら
せ
関
係
）
を
捌
き

き
れ
な
い
、
と
会
報
の
元
編
集
代
表
の

大
森
久
雄
氏
か
ら
言
わ
れ
、
そ
れ
以
来

こ
れ
を
守

っ
て
き
ま
し
た
が
、
お
陰
で

何
回
も
こ
う
い
っ
た
原
稿
を
上
手
に
捌

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
計
の
原
則
の
中
に
継
続
性
の
原
則

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う

こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
活
字
の
組
み
替
え
な
ど
が
重
な

る
と
余
分
な
経
費
も
重
な
る
わ
け
で
す

か
ら
。
逆
に
こ
の
原
則
を
守
ら
な
い
と

い
つ
も
貧
乏
と
い
う
こ
と
か
？

（０
）

昭
和
六
十
年
十
一
月
二
十
日
発
行

１０２

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
―
四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所

灘
畑

町

本

山

岳

会

発

行

者
　
今
　
西
　
寿
　
雄

編
集
代
表
　
岡
　
沢
　
祐
　
吉

電
話
東
京

（２６１
）
四
四
三
三

振
替
口
座
　
東
京
三
―
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂

一
丁
目
二
番
六
号

印
刷
所
　
　
株
式
会
社
　
技
　
報
　
堂

題IP 234-6659

ｎ
日

（水
）

１２
日

（木
）

１３
日

（金
）

１７
日

（火
）

２４
日

（火
）

定
）
山
本
宗
彦
氏
、
和
田
城
志
氏

参
加
費
　
一
、
○
○
○
円

主
催
　
高
所
登
山
研
究
委

・
海
外
委

※
近
年
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
は
じ
め
と
す
る

高
峰
で
の
登
山
に
対
し
て
、
わ
が
国
の

登
山
者
の
意
識
や
登
攀
の
形
態
な
ど
そ

の
多
く
の
分
野
で
急
速
に
新
し
い
展
開

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。　
そ

し

て
な

お
、
そ
れ
ら
が
、
高
所
に
お
け
る
登
山

経
験
の
比
較
的
少
い
登
山
者
の
間
に
も

浸
透
し
、
あ
る
部
分
で
は

一
般
化
の
傾

向
を
見
せ
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

は
、
標
題
の
よ
う
に
そ
の
中
の
き
わ
め

て
大
き
な
課
題
の
一
つ
を
挙
げ
、
こ
の

夏
、
困
難
な
高
所
登
山
を
連
続
し
て
成

功
ざ
せ
た
関
西
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
の

例
を
中
心
に
し
て
パ
ネ
ル
・
デ
イ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
形
式
で
、
そ
れ
ら
の
持
つ

危
険
と
困
難
な
ど
種
々
の
問
題
を
積
極

的
に
討
議
し
、
今
後
に
益
し
た
い
も
の

と
存
じ
ま
す
。

高
所
登
山
に
興
味
を
持
つ
方
々
の
ご

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

（高
所
登
山
研
究
委
員
会
　
松
永
敏
郎
）

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

○
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
生
態
系
と
自
然

日
時
　
昭
和
６ｏ
年
■
月
３０
日

（土
）

午
後
１
時
半
２
５
時

懇
親
会
　
午
後
５
時
半
ｔ
７
時
半

場
所
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
集
会
室
８
Ｆ

（中
野
駅
北
口
前
）

会
費
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
千
円

（予
稿

集
）、　
懇
親
会
　
五
千
円

主
催

　

（社
）
日
本
山
岳
会

（社
）
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会

講
師
　
川
喜
田
二
郎
　
中
尾
佐
助
　
沼

田
真
　
佐
々
保
雄
　
渡
辺
兵
力
　
渡

辺
桂

※
な
お
、
懇
親
会
出
席
希
望
者
は
前
号

会
報
の
お
知
ら
せ
を
見
て
下
さ
い
。

科
学
研
究
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

○
現
地
小
集
会

一
、
石
老
山

（六
九
四
メ
ー
ト
ル
）

１２
月
２２
日
　
相
模
湖
駅
に
９
時
集
合

・
誰
で
も
楽
し
ん
で
登
れ
る
の
び
や
か

な
山
。
道
志
の
山
の
眺
め
が
良
い
。

・
ル
ー
ト
　
相
模
湖
駅
↓
石
老
山
入
口

↓
顕
鏡
寺
↓
石
老
山
↓
大
明
神
√
凧
坂

↓
相
模
湖
駅

・
歩
行
時
間
　
三
時
間
　
上
野
原

（五

万
図
）

二
、
独
鈷
山

（
一
二
六
六
メ
ー
ト
ル
）

２
月
２
日

（日
）
信
越
線
上
田
駅
に

会

員

異

動

物
故

１０
時
集
合

・
ピ
ッ
ケ
ル
と
ア
イ
ゼ
ン
の
必
要
な
急

峻
な
山
。
日
本
離
れ
し
た
風
景
、
山
麓

は
信
州
鎌
倉
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
古
い
神

社
、
寺
が
多
い
所
。

・
ル
ー
ト
　
上
田
駅
↓
中
禅
寺
↓
不
動

独
↓
独
鈷
山
↓
中
禅
寺
↓
上
田

・
歩
行
時
間
　
四
―
五
時
間

三
、
愛
鷹
山

３
月
８
日
１
９
日
、
８
日
の
夕
方
十

里
木
に
集
合
。

・
ル
ー
ト
　
十
里
木
↓
越
前
岳
↓
呼
子

岳
↓
位
牌
岳
↓
愛
鷹
山
↓
柳
沢
↓
沼
津

以
上
参
加
希
望
者
は
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
、
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

集
会
委
員
会

○
ス
キ
ー
懇
親
会

日
時
　
昭
和
６１
年
１
月
ｎ
日

（土
）
１０

時
１
１２
日

（日
）
正
午
ま
で

場
所
　
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場

東
京
経
済
大
学
ヒ
ュ
ッ
テ

集
合
解
散
　
現
地

会
費
　
一
泊
二
食
　
六
、
○
○
○
円

・
参
加
希
望
の
方
は
１２
月
上
旬
ま
で
に

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
、
案
内
状
を
お

送
り
し
ま
す
。
　
　
　
集
会
委
員
会

２５
日

（水
）

２６
日

（木
）

0

肥
―
ム
日
詭

(11)
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